「阿波徳島宮島浦金毘羅神社縁起絵巻」について by 須藤 茂樹
は
じ
め
に
民
俗
学
の
分
野
で
は
、
祭
礼
研
究
は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
研
究
蓄
積
は
豊
富
で
あ
る
。
近
年
、
そ
の
祭
礼
を
描
い
た
祭
礼
図
絵
巻
の
研
究
も
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
１
）
。
こ
の
分
野
を
牽
引
し
て
き
た
の
が
福
原
敏
男
氏
で
あ
る
（
２
）
。
し
か
し
、
神
社
史
・
神
道
史
研
究
に
お
い
て
、
祭
礼
・
縁
起
絵
巻
研
究
は
今
後
蓄
積
が
ま
だ
ま
だ
必
要
な
研
究
分
野
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
存
在
は
知
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
あ
ま
り
認
知
さ
れ
て
お
ら
ず
、
よ
っ
て
本
格
的
な
検
討
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
「
阿
波
徳
島
宮
島
浦
金
毘
羅
神
社
縁
起
絵
巻
」
を
紹
介
し
た
い
。
そ
の
前
に
徳
島
県
に
お
け
る
神
社
縁
起
・
祭
礼
関
係
絵
巻
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
管
見
の
限
り
、
本
稿
で
紹
介
す
る
「
阿
波
徳
島
宮
島
浦
金
毘
羅
神
社
縁
起
絵
巻
」
以
外
で
は
、
徳
島
大
滝
山
・
春
日
神
社
（
徳
島
市
眉
山
町
大
滝
山
）
旧
蔵
「
春
日
神
社
祭
礼
絵
巻
」（
個
人
蔵
を
経
て
現
在
は
大
滝
山
・
春
日
神
社
所
蔵
）
を
確
認
す
る
の
み
で
あ
る
。
本
絵
巻
は
、
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
頃
の
大
滝
山
・
春
日
神
社
の
秋
の
祭
礼
の
姿
を
同
社
宮
司
の
早
雲
真
澄
が
徳
島
の
絵
師
で
あ
る
森
魚
淵
（
一
八
三
〇－
一
九
〇
九
）に
依
頼
し
て
描
か
せ
た
も
の
と
真
澄
の
子
息
の
早
雲
正
延
が
昭
和
十
二
年（
一
九
三
七
）
二
月
に
表
装
を
改
め
た
際
に
記
し
て
い
る
。
同
絵
巻
を
納
め
た
木
箱
の
蓋
表
書
に
は
、「
魚
渕
春
日
神
社
神
輿
渡
御
の
図
」と
記
し
て
い
る
。
法
量
は
、
縦
二
七
㎝
×
横
五
〇
〇
㎝
で
あ
る
。
春
日
神
社
は
徳
島
城
下
の
総
氏
神
で
あ
り
、
そ
の
秋
祭
り
は「
当
国
第
一
の
祭
礼
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
盛
大
で
あ
り
、
徳
島
藩
主
蜂
須
賀
氏
の
殿
様
が
上
覧
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
祭
礼
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
徳
島
市
の
市
街
地（
旧
徳
島
城
下
）
は
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
七
月
に
米
軍
の
空
襲
に
あ
っ
て
お
り
、
戦
前
の
歴
史
資
料
、
美
術
工
芸
品
は
皆
無
に
等
し
く
、
ま
た
戦
後
祭
礼
は
旧
態
に
復
興
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
意
味
で
は
明
治
時
代
の
制
作
で
は
あ
る
が
、
本
絵
巻
は
江
戸
時
代
以
来
続
く
城
下
祭
礼
を
知
り
得
る
貴
重
な
遺
品
と
い
え
る
（
３
）
。
徳
島
県
内
か
ら
今
後
新
た
な
神
社
縁
起
・
祭
礼
絵
巻
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
阿
波
国
徳
島
宮
島
浦
金
毘
羅
神
社
に
つ
い
て
作
品
を
紹
介
す
る
前
に
徳
島
宮
島
浦
金
毘
羅
神
社
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。
金
毘
羅
神
社
（
現
在
は
金
刀
比
羅
神
社
）
が
鎮
座
す
る
宮
島
浦
は
、
現
在
の
徳
島
市
川
内
町
宮
島
に
あ
た
り
、
四
国
三
郎
と
呼
ば
れ
る
吉
野
川
下
流
河
口
付
近
、
今
切
川
右
岸
の
宮
島
江
湖
川
と
榎
瀬
江
湖
川
と
に
挟
ま
れ
た
三
角
州
上
に
位
置
し
て
い
る
。
弥
生
時
代
の
遺
物
を
伴
う
貝
塚
二
ヶ
所
が
あ
り
、
古
く
か
ら
人
が
住
み
着
い
た
場
所
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
江
戸
時
代
か
ら
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
ま
で
川
内
村
宮
島
浦
と
呼
ば
れ
、
そ
の
後
河
内
村
宮
島
と
さ
れ
、
い
ず
れ
も
板
野
郡
の
内
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
に
は
、
蔵
入
地
で
、
塩
田
、
藍
畑
が
あ
り
、
阿
波
藍
の
積
出
し
港
と
し
て
繁
栄
し
た
。
人
形
浄
瑠
璃
「
傾
城
阿
波
鳴
門
」
の
題
材
と
な
っ
た
阿
波
十
郎
兵
衛
の
屋
敷
が
、
「
阿
波
徳
島
宮
島
浦
金
毘
羅
神
社
縁
起
絵
巻
」
に
つ
い
て
須
藤
茂
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「
阿
波
徳
島
宮
島
浦
金
毘
羅
神
社
縁
起
絵
巻
」
に
つ
い
て
一
七
五
現
在
観
光
地
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
浦
に
は
廻
船
、
船
頭
、
水
主
の
存
在
が
あ
っ
た
（
４
）
。
宮
島
浦
金
毘
羅
神
社
は
、
金
刀
比
羅
神
社
と
も
い
い
、
徳
島
市
川
内
町
宮
島
字
本
浦
に
所
在
し
、
旧
郷
社
で
あ
る
。
も
と
は
金
刀
比
羅
大
権
現
、
金
毘
羅
大
権
現
と
も
称
し
た
。
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
に
創
建
さ
れ
た
と
さ
れ
、
祭
神
は
大
己
貴
命
を
祀
る
。
徳
島
藩
主
蜂
須
賀
家
の
崇
敬
が
篤
く
、
参
勤
交
代
の
際
に
は
必
ず
祈
願
を
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
の
神
仏
分
離
令
で
「
金
刀
比
羅
神
社
」
と
改
称
さ
れ
、
郷
社
に
列
し
た
。
玉
垣
・
石
鳥
居
・
石
灯
籠
に
は
廻
船
業
者
や
藍
商
の
名
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
海
上
安
全
を
祈
願
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
社
は
、
勢
見
・
木
津
の
金
毘
羅
神
社
と
と
も
に
、「
阿
波
の
三
こ
ん
ぴ
ら
」
と
呼
ば
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。「
寛
保
神
社
帳
」
に
は
、「
宮
島
浦
金
毘
羅
大
権
現
別
当
宮
島
浦
円
明
寺
」
と
あ
る
（
５
）
。
別
当
寺
で
あ
る
真
言
宗
円
明
院
は
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
廃
寺
と
な
っ
て
い
る
。
「
阿
州
板
東
郡
宮
嶋
之
遠
浦
金
毘
羅
大
権
現
縁
起
」
こ
こ
で
は
、「
阿
波
徳
島
宮
島
浦
金
毘
羅
神
社
縁
起
絵
巻
」
と
セ
ッ
ト
と
な
り
得
る
「
阿
州
板
東
郡
宮
嶋
之
遠
浦
金
毘
羅
大
権
現
縁
起
」
を
紹
介
す
る
。
（
表
題
）
「
阿
州
板
東
郡
宮
嶋
之
遠
浦
金
毘
羅
大
権
現
縁
起
」
阿
州
板
東
郡
宮
嶋
之
遠
浦
金
毘
羅
大
権
現
縁
起
覘
夫
我
國
は
神
國
也
、
故
に
或
本
邦
乃
雷
神
を
移
し
、
あ
る
い
ハ
異
域
の
古
佛
を
請
し
處
在
に
□
社
を
た
て
て
、
其
跡
を
崇
敬
せ
す
と
い
ふ
こ
と
な
し
、
柳
当
社
垂
迹
乃
来
由
を
勘
ふ
る
に
、
後
陽
成
帝
慶
長
六
年
六
月
十
五
日
に
讃
州
松
尾
庄
よ
り
来
現
し
て
、
此
地
に
往
昔
よ
り
一
怪
松
あ
る
に
依
、
托
し
た
ま
ふ
、
こ
の
日
俄
に
天
く
も
り
、
風
を
こ
り
雲
お
ほ
ふ
て
、
雷
鳴
す
る
こ
と
お
ひ
た
た
し
、
既
に
し
て
天
の
神
気
ほ
の
か
に
し
て
薫
風
和
暢
せ
り
、
こ
れ
よ
り
後
、
夜
々
雷
光
を
は
な
ち
給
ふ
事
久
し
、
一
邑
の
是
を
見
る
者
各
奇

な
り
と
せ
す
と
い
ふ
こ
と
な
し
、
其
後
一
日
板
東
氏
の
婦
に
托
し
て
宣
旨
掲
焉
な
り
、
其
言
曰
、
我
ね
か
は
く
は
こ
の
地
に
留
り
て
、
代
々
護
国
神
と
な
ら
ん
、
然
則
人
民
は
日
々
に
富
庶
に
邑
里
ハ
年
々
に
殷
昌
に
し
て
、
子
々
孫
々
か
ふ
る
し
と
あ
る
へ
か
ら
す
、
是
一
邑
乃
幸
の
み
に
あ
ら
す
、
又
闔
國
の
大
事
な
り
と
の
た
ま
ふ
、
嗚
呼

哉
、
霊
神
の
託
言
誠
に
一
國
さ
い
は
い
あ
ら
ハ
、
天
下
も
ま
た
幸
あ
ら
せ
ら
れ
無
き
や
、
斯
時
土
庶
見
聞
乃
輩
耳
目
を
驚
し
て
渇
仰
の
信
心
を
か
る
ふ
け
す
を
い
ふ
も
の
な
し
、
猶
是
神
「
阿
波
徳
島
宮
島
浦
金
毘
羅
神
社
縁
起
絵
巻
」
に
つ
い
て
一
七
六
言
に
し
た
か
つ
て
、
所
を
邑
北
に
見
て
、
小
宮
を
経
営
す
、
然
後
斎
戒
沐
浴
し
て
月
乃
良
日
の
吉
を
え
ら
ん
て
、
神
像
を
安
置
し
奉
る
、
是
よ
り
こ
の
か
た
諸
氏
乃
懇
祈
賜
と
い
へ
は
、
ひ
て
り
雨
ふ
れ
と
い
へ
は
あ
め
ふ
る
、
加
之
妻
子
珍
宝
消
異
増
益
所
願
に

て
感
応
あ
る
こ
と
著
明
な
り
、
且
此
嶋
乃
勝
景
を
眺
望
す
る
に
、
東
は
初
月
を
滄
海
の
底
に
む
か
へ
、
西
は
夕
陽
を
高
山
乃
頂
に
お
く
る
、
南
に
ハ
日
峯
の
光
を
掲
け
、
北
に
は
鳴
門
の
響
を
伝
ふ
、
其
勝
覧
は
車
載
斗
量
す
と
も
盡
す
へ
か
ら
す
、
ま
こ
と
に
異
神
乃
托
し
給
ふ
へ
き
霊
場
な
り
、
古

曰
境
依
人
貴
人
依
境
見
と
す
れ
、
神
明
の
功
験
地
お
か
る
こ
と
あ
ら
す
と
い
へ
と
も
、
古
よ
り
宮
社
を
創
建
す
る
地
を
も
と
め
す
ん
ハ
、
有
へ
か
ら
す
、
故
に
或
は
高
嶺
に
よ
り
、
あ
る
い
ハ
海
岸
に
そ
ふ
、
此
宮
嶋
の
宮
社
や
神
と
い
ひ
、
境
と
い
ひ
、
二
な
か
ら
兼
備
ふ
、
ま
こ
と
に
と
ふ
と
む
へ
く
し
て
あ
ふ
く
へ
し
、
そ
の
の
ち
讃
州
乃
沙
門
中
照
院
一
夕
瑞
夢
を
感
し
て
此
處
に
来
て
参
禮
す
る
こ
と
甚
し
、
且
又
祭
祀
の
式
を
傳
へ
て
今
に
至
る
ま
て
、
其
法
厳
然
た
り
、
是
又
神
明
霊
験
乃
一
瑞
な
り
、
謹
按
す
る
に
金
毘
羅
神
又
は
摩
訶
羅
神
と
い
ふ
、
是
竺

の
神
也
、
唐
に
ハ
武
塔
神
、
ま
た
牛
頭
天
王
と
い
ふ
、
此
神
も
亦
是
垂
跡

、
維
時
明
暦
第
三
丁
酉
歳
小
春
吉
辰
阿
陽
板
野
郡
宮
嶋
浦
金
毘
羅
権
現
因
由
別
當
円
明
院
快
性
「
阿
州
板
東
郡
宮
嶋
之
遠
浦
金
毘
羅
大
権
現
縁
起
」
は
、
奥
書
か
ら
明
暦
三
年
（
一
六
六
七
）春
の
作
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
黒
漆
塗
木
箱
の
蓋
表
書
に
は
、
金
字
で「
阿
陽
板
東
郡
萱
野
庄
宮
嶋
金
毘
羅
神
縁
起
箱
」
と
あ
り
、
箱
底
書
に
は
朱
書
で
「
寛
文
弐
年
壬
寅
十
月
吉
祥
日
奉
寄
進
金
毘
羅
縁
起
箱
願
主
板
東
伊
左
衛
門
尉
住
持
圓
明
院
快
性
」
と
あ
る
。
以
下
、
縁
起
に
記
さ
れ
て
い
る
内
容
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
・
わ
が
国
は
神
國
で
あ
る
。
本
邦
乃
霊
神
、
あ
る
い
は
異
域
の
古
仏
を
請
じ
、
崇
敬
し
な
い
こ
と
は
な
い
。
・
柳
が
当
社
に
垂
れ
て
い
る
由
来
。
・
後
陽
成
天
皇
の
慶
長
六
年
六
月
十
五
日
に
讃
岐
国
松
尾
庄
か
ら
来
現
し
、
宮
島
の
地
に
往
昔
か
ら
あ
る
一
怪
松
に
依
っ
た
。
こ
の
日
俄
に
天
が
曇
り
、
風
が
起
こ
り
、
雷
「
阿
波
徳
島
宮
島
浦
金
毘
羅
神
社
縁
起
絵
巻
」
に
つ
い
て
一
七
七
鳴
す
る
こ
と
夥
し
か
っ
た
。
・
こ
の
後
、
夜
々
雷
光
を
発
し
、
村
人
は
奇

だ
と
い
っ
た
。
・
そ
の
後
の
あ
る
日
、
板
東
氏
の
女
性
に
托
し
て
言
葉
を
掲
げ
た
。「
願
わ
く
は
こ
の
地
に
留
っ
て
、
代
々
護
国
神
と
な
ら
ん
。
そ
し
て
、
人
民
は
日
々
に
富
庶
も
村
里
は
年
々
繁
昌
し
、
子
々
孫
々
繁
栄
さ
せ
た
い
。
こ
の
村
一
村
だ
け
で
は
な
く
、
我
が
国
全
体
の
大
事
で
あ
る
。」
と
い
っ
た
。
・
「
こ
の
霊
神
の
託
言
は
誠
に
一
国
幸
い
が
あ
れ
ば
、
天
下
も
ま
た
幸
い
が
あ
る
に
違
い
な
い
。」
と
そ
の
時
の
土
地
の
人
々
は
見
聞
し
て
耳
目
を
驚
か
し
て
篤
い
信
心
を
持
た
な
い
者
は
な
か
っ
た
。
・
そ
こ
で
、
神
言
に
し
た
か
っ
て
、
こ
の
地
に
小
宮
を
建
て
、
斎
戒
沐
浴
し
て
良
日
の
吉
を
選
ん
で
、
神
像
を
安
置
し
奉
っ
た
。
・
こ
れ
よ
り
今
ま
で
、
諸
氏
が
懇
祈
奉
れ
ば
、
ひ
で
り
で
の
時
は
「
雨
降
れ
」
と
い
え
ば
雨
が
降
り
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
、
家
内
安
全
、
増
益
な
ど
す
べ
て
に
感
応
あ
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。
・
ま
た
、
こ
の
島
の
勝
景
を
眺
望
す
れ
ば
、
東
は
日
を
海
の
底
へ
迎
え
、
西
は
夕
陽
を
高
山
の
頂
に
お
く
り
、
南
に
は
日
峯
（
小
松
島
市
）
の
光
を
掲
げ
、
北
に
は
鳴
門
（
鳴
門
市
）
の
響
を
伝
え
る
。
そ
の
勝
覧
は
量
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
異
神
に
托
す
こ
と
の
で
き
な
い
霊
場
で
あ
る
。
古
い

に
も
あ
る
よ
う
に
、
古
よ
り
宮
社
を
創
建
す
る
地
を
求
め
る
の
は
難
し
く
、
様
々
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
宮
島
の
宮
社
は
神
と
言
い
、
境
と
言
い
、
条
件
を
兼
ね
備
え
た
場
所
で
、
誠
に
尊
い
こ
と
で
あ
る
。
・
讃
州
の
沙
門
中
照
院
は
あ
る
夜
、
瑞
夢
を
感
じ
て
、
こ
の
場
所
に
来
て
参
礼
す
る
こ
と
度
々
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
祭
祀
の
式
を
ご
覧
に
な
り
、
今
に
至
る
ま
で
、
そ
の
法
厳
然
で
あ
り
、
こ
れ
ま
た
神
明
霊
験
の
一
瑞
で
あ
る
。
謹
按
す
る
に
金
毘
羅
神
、
又
は
摩
訶
羅
神
と
い
う
。
是
天
竺
の
神
で
、
唐
で
は
武
塔
神
、
ま
た
牛
頭
天
王
と
い
う
。
・
明
暦
第
三
丁
酉
歳
小
春
吉
辰－
一
六
五
七
年
「
阿
波
徳
島
宮
島
浦
金
毘
羅
神
社
縁
起
絵
巻
」
い
よ
い
よ
「
阿
波
徳
島
宮
島
浦
金
毘
羅
神
社
縁
起
絵
巻
」
を
紹
介
す
る
段
と
な
っ
た
。
本
絵
巻
は
、
徳
島
市
川
内
町
宮
島
に
鎮
座
す
る
金
刀
比
羅
神
社
（
金
比
羅
神
社
）
の
縁
起
と
祭
礼
を
描
い
た
絵
巻
で
あ
る
。
ま
ず
、
作
品
の
情
報
を
記
す
。
（
１
）
名
称
紙
本
著
色
金
刀
比
羅
神
社
（
金
比
羅
神
社
）
縁
起
絵
巻
（
２
）
種
別
有
形
文
化
財
絵
画
徳
島
市
指
定
平
成
二
十
三
年
（
３
）
員
数
一
巻
材
質
紙
本
著
色
巻
子
仕
立
て
平
成
二
十
六
年
三
月
修
理
完
成－
元
木
竹
林
堂
（
鳴
門
市
）
施
行
（
４
）
寸
法
縦
三
一
・
五
㎝
×
横
七
六
八
・
〇
㎝
（
５
）
所
蔵
者
金
刀
比
羅
神
社
徳
島
市
川
内
町
宮
島
字
本
浦
つ
ぎ
に
絵
巻
の
概
要
と
意
義
に
つ
い
て
述
べ
る
。
〔
絵
巻
の
概
要
〕
川
内
町
宮
島
に
鎮
座
す
る
金
刀
比
羅
神
社
が
所
有
す
る
祭
礼
絵
巻
で
、
近
世
の
祭
礼
を
描
い
た
絵
画
史
料
と
し
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
徳
島
県
内
で
唯
一
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
全
国
的
に
見
て
も
類
例
の
少
な
い
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
渡
御
行
列
、
神
仏
混
合
の
祭
祀
、
巫
女
舞
、

投
げ
、
オ
ハ
ケ
の
描
写
な
ど
の
場
面
か
ら
構
成
さ
れ
た
七
ｍ
を
超
え
る
祭
礼
絵
巻
で
あ
る
。『
川
内
村
史
』
で
す
で
に
、「
金
比
羅
繪
巻
物
は
天
和
に
遷
化
し
た
圓
明
院
二
世
快
性
上
人
の
創
意
さ
れ
た
當
時
の
名
の
あ
る
画
家
の
筆
に
成
つ
た
も
の
で
あ
る
美
々
し
い
彩
色
画
で
あ
っ
て
、
金
比
羅
信
仰
の
念
を
深
か
し
め
る
…
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
る
（
６
）
。
本
絵
巻
は
題
箋
に
「
宮
嶋
山
金
毘
羅
繪
巻
物
」
と
あ
り
、
巻
末
に
「
阿
陽
板
野
郡
宮
嶋
浦
金
毘
羅
権
現
祭
礼
儀
式
繪
縁
起
別
當
圓
明
院
快
性
□
□
」と
あ
る
。絵
巻
に
三
ヶ
所
付
箋
が
あ
る
が
、
成
立
よ
り
遅
れ
て
貼
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
本
社
の
祭
礼
は
、「
阿
州
板
東
郡
宮
嶋
之
遠
浦
金
毘
羅
大
権
現
縁
起
」
な
ど
に
よ
れ
「
阿
波
徳
島
宮
島
浦
金
毘
羅
神
社
縁
起
絵
巻
」
に
つ
い
て
一
七
八
ば
、
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
六
月
十
五
日
に
讃
岐
国
松
尾
庄
の
沙
門
中
照
院
が
、
瑞
夢
に
よ
り
参
詣
し
て
祭
祀
の
式
を
献
じ
て
同
月
十
日
よ
り
始
ま
っ
た
と
い
う
。
本
絵
巻
の
図
様
は
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
①
雷
光
の
な
か
、
飛
雲
に
乗
っ
て
神
が
一
本
の
松
に
飛
来
す
る
。「
阿
州
板
東
郡
宮
嶋
之
遠
浦
金
毘
羅
大
権
現
縁
起
」
に
よ
れ
ば
、
讃
岐
国
松
尾
庄
よ
り
宮
島
の
地
の
一
本
の
大
き
な
松
に
神
霊
が
飛
来
し
た
と
あ
る
。
②
「
の
か
く
ら
」
野
神
楽
。
踊
る
女
性
の
ま
わ
り
に
手
を
合
わ
せ
る
人
々
。
な
か
に
は
円
明
院
の
僧
侶
ら
し
き
人
物
が
二
人
見
え
る
。「
縁
起
」
に
よ
れ
ば
、
板
東
氏
の
婦
人
に
託
し
て
「
代
々
護
国
の
神
と
な
ら
ん
」
と
宣
言
し
た
と
あ
り
、
そ
の
由
緒
が
神
楽
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
③
鳥
居
が
描
か
れ
、
社
殿
に
「
え
ん
ミ
や
う
ゐ
ん
」（
円
明
院
）
が
拝
礼
し
て
い
る
。
茅
葺
の
建
物
の
脇
に
御
刷
毛
（
幣
オ
ハ
ケ
）
の
剣
が
祀
ら
れ
る
。
④
渡
御
の
行
列
。
長
刀
、
金
剛
杖
、
玉
幡
、
御
剣
、
御
鉾
、
御
太
刀
、
頭
人
。
⑤
渡
御
の
行
列
。
長
刀
、
金
剛
杖
、
玉
幡
、
御
剣
、
御
鉾
、
御
太
刀
、
金
幣
、
別
當
、
頭
人
。
金
幣
と
別
當
が
加
わ
っ
て
い
る
。「
き
ん
ぺ
い
」
の
付
箋
。
後
述
の
「
阿
州
宮
嶋
金
毘
羅
大
権
現
祭
祀
頭
人
名
帳
」
に
よ
れ
ば
、
金
幣
か
ら
神
輿
に
か
わ
っ
た
の
は
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
と
あ
る
が
、『
板
野
郡
史
』
の
記
述
の
如
く
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
の
儀
式
改
正
時
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
か
。
⑥
本
殿
に
対
し
て
別
當
が
金
幣
を
捧
げ
、
儀
式
を
執
り
行
っ
て
い
る
。
そ
の
右
手
で
は
巫
女
舞
や

投
げ
に
群
が
る
群
衆
を
描
い
て
い
る
。
厳
粛
厳
か
な
儀
式
と
群
衆
の
賑
わ
い
が
対
照
的
だ
が
、
こ
こ
に
は
異
時
同
図
を
用
い
て
時
間
的
移
ろ
い
を
表
現
し
て
い
る
。
⑦
別
当
寺
円
明
院
ら
し
き
建
物
と
御
刷
毛
が
見
ら
れ
る
。
祭
祀
の
終
わ
り
を
静
け
さ
と
と
も
に
表
現
し
て
い
る
。
〔
成
立
時
期
〕
本
絵
巻
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
①
『
板
野
郡
史
』
に
よ
れ
ば
、
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
十
月
十
日
に
金
幣
か
ら
神
輿
に
変
わ
っ
て
い
る
（
７
）
。
②
「
阿
州
板
東
郡
宮
嶋
之
遠
浦
金
毘
羅
大
権
現
縁
起
」
に
は
、「
明
暦
第
三
丁
酉
年
小
春
吉
辰
阿
陽
板
野
郡
宮
嶋
浦
金
毘
羅
大
権
現
目
由
別
当
圓
明
院
快
性
」
と
あ
り
、
快
性
が
天
和
年
間
（
一
六
八
一－
一
六
八
四
）
に
死
去
し
て
い
る
こ
と
か
ら
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
か
ら
天
和
四
年
（
一
六
八
四
）
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
。
③
装
束
や
髪
型
な
ど
か
ら
寛
文
（
一
六
六
一－
一
六
七
三
）
頃
の
風
俗
が
描
か
れ
て
い
る
、
金
箔
押
し
の
技
法
な
ど
か
ら
一
七
世
紀
後
半
か
ら
一
八
世
紀
初
頭
の
作
品
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
成
立
時
期
を
一
七
世
紀
後
半
と
考
え
た
い
。
福
原
敏
男
先
生
に
よ
れ
ば
、
延
宝
元
年
の
儀
式
改
正
が
絵
巻
成
立
の
要
因
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
あ
る
。
〔
絵
巻
の
作
者
〕
参
詣
曼
荼
羅
や
奈
良
絵
、
御
伽
草
子
風
の
描
法
と
考
え
ら
れ
る
。
巻
頭
の
描
写
や
箔
押
し
な
ど
念
の
入
っ
た
作
品
で
あ
る
。
美
術
史
の
専
門
家
は
稚
拙
な
町
絵
師
の
作
品
と
捉
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
即
断
は
避
け
た
い
。
専
門
絵
師
の
作
品
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、『
川
内
村
史
』
の
い
う
「
當
時
の
名
の
あ
る
画
家
の
筆
」
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
快
性
の
命
で
描
か
れ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
〔
絵
巻
の
意
義
〕
①
徳
島
県
内
に
近
世
の
祭
礼
絵
巻
は
現
在
の
と
こ
ろ
一
点
も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
近
代
に
広
げ
て
も
「
春
日
神
社
祭
礼
絵
巻
」
と
と
も
に
二
点
目
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
「
阿
波
徳
島
宮
島
浦
金
毘
羅
神
社
縁
起
絵
巻
」
に
つ
い
て
一
七
九
は
な
く
、
近
世
阿
波
に
お
け
る
絵
画
作
品
と
し
て
も
最
古
の
部
類
に
属
す
る
。
阿
波
の
絵
画
資
料
と
し
て
極
め
て
貴
重
で
あ
る
。
②
宮
島
の
金
比
羅
神
社
の
江
戸
時
代
の
祭
礼
が
具
体
的
に
理
解
で
き
る
。
歴
史
資
料
、
民
俗
資
料
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
。
③
祭
礼
図
絵
巻
で
一
七
世
紀
ま
で
遡
る
も
の
は
稀
有
で
、
地
方
の
祭
礼
を
描
い
た
も
の
と
し
て
は
さ
ら
に
貴
重
で
あ
る
。
都
市
型
祭
礼
（
山
車
・
曳
山
・
屋
台
・
お
囃
子
な
ど
例：
「
春
日
神
社
祭
礼
絵
巻
」）
は
比
較
的
多
く
絵
画
作
品
に
残
さ
れ
て
い
る
が
、
村
落
の
祭
礼
を
描
い
た
も
の
は
少
な
く
、
ま
た
神
仏
習
合
の
行
道
を
描
い
た
も
の
で
一
七
世
紀
後
半
ま
で
上
る
も
の
は
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
④
オ
ハ
ケ
、
社
頭
儀
が
中
心
に
描
か
れ
て
い
る
の
も
珍
し
く
（
８
）
、
神
社
祭
礼
図
絵
巻
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
ま
た
、
喧
騒
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
に
ぎ
や
か
で
楽
し
げ
な
雰
囲
気
が
見
て
と
れ
る
点
、
風
俗
絵
巻
と
し
て
の
価
値
も
有
す
る
。
興
味
深
い
点
は
、
絵
巻
物
で
効
果
的
に
使
わ
れ
る
異
時
同
図
法
を
祭
礼
図
で
用
い
て
い
る
例
は
極
め
て
珍
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
〔
関
連
史
料
〕
宮
司
家
に
は
、「
宮
島
金
刀
比
羅
神
社
社
家
文
書
」
と
称
す
べ
き
文
書
群
（「
祭
礼
記
録
」
と
朱
書
の
あ
る
木
箱
が
伝
存
）
が
あ
り
、
検
地
帳
や
棟
付
帳
な
ど
村
落
に
関
す
る
基
本
文
書
と
と
も
に
、「
阿
州
板
東
郡
宮
嶋
之
遠
浦
金
毘
羅
大
権
現
縁
起
」（
付
属
す
る
黒
漆
塗
木
箱
に
は
金
泥
字
で「
阿
陽
板
東
郡
萱
野
庄
宮
嶋
金
毘
羅
神
縁
起
箱
」と
あ
る
）
と
「
阿
州
宮
嶋
金
毘
羅
大
権
現
祭
祀
頭
人
名
帳
」、「
宮
嶋
山
金
毘
羅
祭
礼
頭
人
名
面
巻
二
」
が
あ
る
。
前
者
は
絵
巻
と
一
体
を
成
す
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
慶
長
六
年
か
ら
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
ま
で
の
頭
人
の
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
全
期
の
頭
役
勤
仕
の
姿
が
見
て
と
れ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
は
、
絵
巻
を
考
察
す
る
上
で
大
い
に
参
考
と
な
る
。
ま
た
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
十
月
吉
日
の
「
金
毘
羅
祭
礼
當
家
記
録
」、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
九
月
吉
日
の
「
十
月
祭
礼
両
頭
人
禁
制
并
ニ
心
得
之
条
々
」、
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
九
月
上
旬
の
「
祭
礼
用
木
具
諸
品
寸
法
控
」
な
ど
祭
礼
関
係
の
文
書
も
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
金
刀
比
羅
神
社
の
祭
礼
の
具
体
像
が
よ
り
明
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
関
連
文
書
を
除
外
し
て
、
絵
巻
と
縁
起
が
徳
島
市
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
私
見
と
し
て
は
こ
れ
ら
関
連
文
書
を
一
括
、
或
い
は
絵
巻
と
縁
起
の
付
り
指
定
な
ど
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
、
関
連
文
書
の
一
部
を
以
下
に
紹
介
す
る
。
「
宮
島
金
刀
比
羅
神
社
社
家
文
書
」（
仮
称
）
の
内
「
十
月
祭
礼
両
當
人
禁
制
并
ニ
心
得
之
條
々
」（
一
部
）
（
表
紙
な
し
）
十
月
祭
礼
両
當
人
禁
制
并
ニ
心
得
之
條
々
一
當
請
取

當
渡
相
済
候
迄
殺
生
禁
制
之
事
、
一
畜
類
鳥
類
川
魚
貝
類
五
辛
禁
制
之
事
但
海
魚
ハ
不
苦ニラ
ニ
ン
ニ
ク
ヒ
ト
モ
ジ
ア
サ
グ
テ
ク
レ
ノ
ヲ
モ
尤
五
辛
者
韮
蒜
葱
胡
葱
興
渠
一
壱
ケ
年
之
間
ニ
家
内
同
居
之
兄
弟
、
同
伯
父
叔
母
、
同
実
子
等
死
去
有
之
候
者
、
九
月
中
ニ
忌
服
明
候
得
ハ
當
可
勤
之
事
一
當
人
大
幣
立
渡
両
親
ハ
勿
論
妻
子
同
居
之
兄
弟
、
同
伯
父
叔
母
病
死
有
之
候
得
ハ
當
歳
間
敷
事
但
他
家
相
続
之
兄
弟
、
同
伯
父
叔
母
病
死
候
と
も
當
相
勤
可
申
候
分
家
之
義
ハ
同
居
同
断
之
事
、
附
リ
其
餘
家
族
之
者
ハ
病
気
之
内
別
宅
へ
可
移
、
旦
七
歳
未
満
之
小
児
者
本
文
之
例
ニ
不
拘
不
苦
事
一
當
人
親
類
之
忌
（
中
略
）
八
月
初
午
味

見
吸
物
里
い
も
と
う
ふ
重
引
二
ツ
「
阿
波
徳
島
宮
島
浦
金
毘
羅
神
社
縁
起
絵
巻
」
に
つ
い
て
一
八
〇
御
酒
か
さ
め
し
尤
當
日
祝
言
法
楽
有
之
ニ
付
、
神
酒
清
酒
ナ
リ
弐
斗

一
両
當
家
組
合
ニ
而
神
前
ヘ
相
備
可
申
事
九
月
九
日
白
酒
モ
ロ
ミ
尤
當
日
祝
言
法
楽
有
之
ニ
付
神
酒
モ
ロ
ミ
ナ
リ
湯
次
一
ツ
宛
両
當
家

相
備
可
申
事
、
右
備
方
糀
壱
枚
白
米
壱
斗
湯
次
壱
ツ
宛
両
當
家
ヨ
リ
寺
へ
持
参
御
願
申
上
ル
事
十
月
朔
日
大
幣
立
朔
日
よ
り
八
日

之
内
ニ
御
旅
所
掃
除
両
當
家
手
間
ニ
而
可
致
事
右
支
度
大
幣
者
上
當
家
に
て
弐
本
厚
紙
セ
ン
ク
ワ
四
十
八
枚
宛
串
之
長
三
尺
六
寸
下
當
ニ
而
者
一
本
也
、
着
行
番
な
ら
ハ
假
令
下
當
と
云
ト
も
弐
本
相
調
可
申
事
但
大
竹
大
幣
之
数
ニ
応
シ
用
甚
可
有
之
事
、
外
ニ
小
竹
三
拾
束
程
大
幣
杭
壱
丈
物
壱
本
巻
縄
五
把
両
當
家
と
も
用
意
可
有
之
事
外
ニ御
山
大
幣
鎮
壱
把
上
當

指
出
事
松
か
が
り
縄
ハ
両
當
家
よ
り
指
出
可
申
事
同
日
入
用
之
品
々
一
油
一
本
一
白
米
五
斗
一
蓋
付
芋
桶
一
ツ
一
蓋
な
し
一
ツ
一
木
具
一
膳
一
椀
平
附
一
組
一
白
木
三
方
一
ツ
一
帛
巾
一
ツ
右
両
當
家
よ
り
九
月
丗
日
寺
ヘ
上
承
事
（
中
略
）
右
従
先
年
之
古
記
録
ニ
相
奏
、
猶
亦
此
度
浦
中
壱
流
申
談
取
究
致
清
帳
申
所
相
違
無
御
座
候
、
依
而
記
録
如
件
宮
島
浦
中
維
時
弘
化
二
巳
年
九
月
吉
辰
日
阪
東
茂
作
（
黒
印
）
以
下
略
（
中
略
）
右
浦
中
壱
流
家
等
於
一
座
取
究
致
清
帳
申
所
実
正
也
、
依
而
証
書
如
件
宮
島
浦
五
人
組
弘
化
二
巳
年
三
郎
兵
衛
（
黒
印
）
九
月
清
兵
衛
（
黒
印
）
平
助
（
黒
印
）
多
七
郎
（
黒
印
）
吉
平
（
黒
印
）
（
以
下
庄
屋
二
名
略
）
右
浦
中
申
談
取
究
申
所
令
承
知
候
、
別
當
弘
化
二
巳
年
円
明
院
九
月
快
譲
（
花
押
）
「
阿
波
徳
島
宮
島
浦
金
毘
羅
神
社
縁
起
絵
巻
」
に
つ
い
て
一
八
一
お
わ
り
に
以
上
、「
阿
波
徳
島
宮
島
浦
金
毘
羅
神
社
縁
起
絵
巻
」
に
つ
い
て
、
関
連
史
料
に
も
触
れ
な
が
ら
紹
介
し
て
き
た
。
本
絵
巻
は
、
阿
波
の
美
術
、
歴
史
、
民
俗
研
究
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
極
め
資
料
的
価
値
の
高
い
絵
画
作
品
で
あ
る
。
ま
た
、
全
国
的
な
視
野
に
た
っ
て
も
、
今
後
緑
起
絵
、
祭
礼
図
研
究
に
資
す
る
こ
と
多
大
な
絵
巻
で
あ
る
と
考
え
る
。
一
部
紹
介
し
た
関
連
古
文
書
に
つ
い
て
は
、
機
会
を
得
て
全
文
紹
介
を
し
、
検
討
を
加
え
る
予
定
で
作
業
を
進
め
て
い
る
。
な
お
、
本
絵
巻
は
住
友
財
団
の
助
成
を
得
て
、
平
成
二
十
六
年
三
月
表
具
を
改
め
、
徳
島
市
立
徳
島
城
博
物
館
に
寄
託
、
万
全
な
状
態
で
保
管
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
﹇
註
﹈
（
１
）
代
表
的
な
成
果
と
し
て
、
國
學
院
大
学
神
道
資
料
館
編
『
神
社
祭
礼
図
の
研
究
』（
國
學
院
大
学
神
道
資
料
館
一
九
九
九
年
三
月
）、
福
原
敏
男
他
『
描
か
れ
た
祭
礼
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
一
九
九
四
年
一
一
月
）、
佐
藤
康
宏
『
日
本
の
美
術
四
八
四
祭
礼
図
』（
至
文
堂
二
〇
〇
六
年
）
を
上
げ
て
お
く
。
（
２
）
福
原
敏
男
氏
『
祭
礼
文
化
史
の
研
究
』（
法
政
大
学
出
版
局
一
九
九
五
年
五
月
）、『
江
戸
最
盛
期
の
神
田
祭
絵
巻－
文
政
六
年
御
雇
祭
と
附
祭
（
神
田
明
神
叢
書
三
）』（
渡
辺
出
版
二
〇
一
二
年
五
月
）、『
京
都
砂
持
風
流
絵
巻－
武
蔵
大
学
図
書
館
蔵
絵
巻－
』（
渡
辺
出
版
二
〇
一
四
年
五
月
）、『
西
条
祭
礼
絵
巻－
近
世
伊
予
の
祭
礼
風
流－
』（
西
条
市
総
合
文
化
会
館
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）、
都
市
と
祭
礼
研
究
会
編
『
江
戸
天
下
祭
絵
巻
の
世
界－
う
た
い
お
ど
り
ば
け
る－
』（
岩
田
書
院
二
〇
一
一
年
四
月
）。
（
３
）
拙
稿
「
徳
島
大
滝
山
・
春
日
神
社
の
祭
礼
を
め
ぐ
っ
て－
「
春
日
神
社
祭
礼
絵
巻
」
の
紹
介
を
兼
ね
て－
」『
神
道
宗
教
』
一
三
八
号
神
道
宗
教
学
会
平
成
二
年
三
月
（「
徳
島
大
滝
山
「
春
日
神
社
祭
礼
絵
巻
」
に
つ
い
て
」
と
改
題
し
て
『
神
社
祭
礼
図
の
研
究
』
に
部
分
再
録
）
（
４
）「
宮
島
」（
徳
島
市
）「（
近
世
）
宮
島
浦
」「（
近
代
）
宮
島
」「
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
」
編
集
委
員
会
編
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
三
六
徳
島
県
』（
角
川
書
店
一
九
八
六
年
一
二
月
）。
（
５
）「
寛
保
神
社
帳
」
徳
島
県
立
図
書
館
編
『
阿
波
国
続
徴
古
雑
抄
』
一
巻
（
徳
島
県
立
図
書
館
一
九
七
三
年
三
月
）。
（
６
）
川
内
村
史
編
纂
委
員
会
編
『
川
内
村
史
』（
川
内
村
一
九
三
七
年
三
月
）。
（
７
）
板
野
郡
教
育
会
編
『
板
野
郡
誌
』（
板
野
郡
教
育
会
一
九
二
六
年
三
月
、
後
に
名
著
出
版
よ
り
一
九
七
二
年
一
〇
月
）。
（
８
）
福
原
敏
男
氏
『
神
仏
の
表
象
と
儀
礼－
オ
ハ
ケ
と
強
飯
式－
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
振
興
会
二
〇
〇
三
年
一
月
）。
〔
付
記
〕
本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
絵
巻
の
御
所
蔵
者
で
あ
る
宮
島
金
刀
比
羅
神
社
の
宮
司
さ
ま
、
氏
子
総
代
の
方
々
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
の
ご
協
力
・
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
特
に
祭
礼
図
研
究
の
福
原
敏
男
氏
（
武
蔵
大
学
人
文
学
部
教
授
）、
有
職
故
実
・
図
像
研
究
の
佐
多
芳
彦
氏
（
立
正
大
学
文
学
部
史
学
科
准
教
授
）、
日
本
美
術
史
（
近
世
絵
画
）
の
岡
野
智
子
氏
（

細
見
美
術
館
主
任
学
芸
員
）、
絵
巻
の
修
理
に
尽
力
さ
れ
た
宮
城
一
木
氏
（
徳
島
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化
財
係
主
任
）
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
（
四
国
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
日
本
文
化
史
・
博
物
館
学
研
究
室
）
絵
巻
奥
書
「
阿
波
徳
島
宮
島
浦
金
毘
羅
神
社
縁
起
絵
巻
」
に
つ
い
て
一
八
二
縁起
箱蓋表書箱底裏書
「
阿
波
徳
島
宮
島
浦
金
毘
羅
神
社
縁
起
絵
巻
」
に
つ
い
て
一
八
三
「
阿
波
徳
島
宮
島
浦
金
毘
羅
神
社
縁
起
絵
巻
」
に
つ
い
て
一
八
四
絵巻
「
阿
波
徳
島
宮
島
浦
金
毘
羅
神
社
縁
起
絵
巻
」
に
つ
い
て
一
八
五
「
阿
波
徳
島
宮
島
浦
金
毘
羅
神
社
縁
起
絵
巻
」
に
つ
い
て
一
八
六
「
阿
波
徳
島
宮
島
浦
金
毘
羅
神
社
縁
起
絵
巻
」
に
つ
い
て
一
八
七
「
阿
波
徳
島
宮
島
浦
金
毘
羅
神
社
縁
起
絵
巻
」
に
つ
い
て
一
八
八
「
阿
波
徳
島
宮
島
浦
金
毘
羅
神
社
縁
起
絵
巻
」
に
つ
い
て
一
八
九
祭礼頭人名面帳
「
阿
波
徳
島
宮
島
浦
金
毘
羅
神
社
縁
起
絵
巻
」
に
つ
い
て
一
九
〇
